
専用見積 数量編集 
ワンポイントマニュアル



 

■廃棄物処理費 木くず再資源化施設（チップ）の数量編集のケース

専用見積 数量編集の流れ 

解体見積 EXでは、自社の見積実績値（数量・単価）の登録を行う事で積算係数と連動させた見積書のひな型を 

容易に作成する事が可能です。 

この章では、木造二階建て住宅（延べ面積 40坪・建築面積 25坪）の現地調査済の物件を例に説明していきます

① 見積フォーム「木造住宅石綿有」を選択し、見積書の工事明細から②「廃棄物処理費」の内訳明細に入ります。

③「数量編集」 を選択して数量編集を行う④「木くず 再資源化施設チップ」を選択します。
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数量編集は、自動積算項目の分別区分・積算コードが

設定されている内訳明細の工事項目のみとなります。
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「数量編集」から「木くず 再資源化施設チップ」を選択後に①「数量編集ダイアログ」が開きます。②「数量１０．５６」を

③「１１．００」 に変更し、単位・単価を確認して④「次へ」を押します。 

⑤見積確認ダイアログが開き明細金額の確認をして⑥「実行」を押します。  

※この時点で「キャンセル」ボタンを押した場合は、内訳明細へは反映されません。（次ページへ続く） 

  

■廃棄物処理費 木くず再資源化施設（チップ）の数量編集のケース① 

数量を変更することで、係数が自動で更新されます 
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⑦見積額「更新前・更新後」を確認して⑧「OK」を押して内訳明細に戻ります。 

他に編集行が無い場合は、⑨「編集終了」を押します。 

■廃棄物処理費 木くず再資源化施設（チップ）の数量編集のケース② 
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数量編集前の積算係数 

数量編集後の積算係数 

「木くず 再資源化施設チップ」数量「１１．００ｔ」の積算係数 

「木くず 再資源化施設チップ」「１０．５６ｔ」の積算係数 

この章では、前章で「数量編集」を行った「木くず（チップ）の積算係数」の連動値の確認方法を説明します。 

① 「排出量」ボタンを押します。②「排出設定」を押すとメニューが表示されますので 

② 「廃棄物係数設定」を選択すると④延べ面積１㎡当たりの廃棄物量の係数が確認できます。 

※見積書の内訳明細で「数量編集」を行う事で積算係数が連動している事が確認いただけます。 

■「積算係数の連動確認」  木くず（チップ）の数量１０．５６tから１１tに変更した場合の積算係数の確認 
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この章では、現地調査後の外部足場の「数量編集」を行ったケースの解説を行います。 

  

内訳明細の①「編集編集」を押し②「外部足場」を選択します。③「数量編集ダイアログ」の外部足場面積」を④に変更し

て「次へ」を押します。⑤「変更前・変更後の見積金額」を確認後に⑥「OK」を押して内訳明細に戻ります。 

④「廃棄物係数設定」を選択すると延べ面積１㎡当たりの廃棄物量の係数が確認できます。 
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■仮設工事 現地調査後の外部足場面積の「数量編集」 
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数量を変更することで、係数が自動で更新されます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、屋根材撤去工事の屋根面積を「建物係数設定」の勾配係数を活用した入力方法の解説を行います。 

  

■解体工事 屋根材撤去工事 勾配係数の変更（建物係数設定）＝係数：小数点第三位は四捨五入になります。 
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係数：小数点第三位は四捨五入になります。 
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①  「建物係数設定」から②「建物係数設定」を開き③「屋根面積」を選択します。ダイアログが開きます。 

④「勾配係数優先」をチェックして⑤勾配係数を確認し、⑥「次へ」を押します。⑦見積明細を確認し⑧「OK」を押すと 

②「建物係数設定」に戻ります。（次ページに続く） 
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前章より、②「建物係数設定」に戻り「係数・数量を確認」後に見積書に反映する為に⑨保存（終了）を押します。 

見積額更新メッセージが表示され「OK」を押して確定します。 

■解体工事 屋根材撤去工事 勾配係数の変更（建物係数設定）＝係数：小数点第三位は四捨五入になります。 
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■「見積フォーム」の登録と活用方法 

この章では、「数量編集」を行った見積書のひな型（見積フォーム）作成方法の解説を行います。 

  

数量編集後に見積フォーム①「登録」を押しす。見積フォーム登録ダイアログの②「未登録」を④「任意の名称」に変更しま

す。③見積フォーム名称を⑤「任意の名称」に変更して⑥「作成」ボタンを押して登録します。 
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未登録グループの名前は、構造や面積毎管理し易い名前に変更してください。 

登録した見積フォームは、⑦新規作成時に自社の標準見積書のひな型として呼び出す事ができます。 

また、見積作成中に⑧「入替」ボタンから呼び出す事も可能です。 
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